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GMSシリーズは、筒型の筐体を回転させて姿

勢を保つスピン衛星です。ひまわりの初号機

から５号機まで採用されました。

MTSATシリーズは、三軸姿勢制御により地球に対して一定の向きを保つ

衛星です。運輸多目的衛星として、気象観測のための気象ミッションと

航空管制等のための航空ミッションとを併せ持っていました。

ひまわり８号及び９号は、気象ミッション単独の衛星

です。世界に先駆けて、高度化された新世代の可視赤

外放射計を搭載しています。

平成７年６月２１日 観測を開始、水蒸気バンドを追

加するなど赤外の観測を３バンドに強化

平成１１年１１月１５日 Ｈ-Ⅱロケット８号機の不具合により打

上げ失敗

平成１５年５月２２日 米国の静止気象衛星「GOES-9」にて

バックアップ運用開始

平成１７年６月２８日 観測を開始、赤外の観測を４バンドに増強し、夜間や

下層雲の判別機能を強化するとともに、北半球の観測を３０分毎に変更

平成２２年７月１日 ひまわり７号のバックアップとして待機運用を開始

平成１８年９月４日 ひまわり６号のバックアップとして待機運用を開始

平成２２年７月１日 観測運用を開始

平成２７年７月７日 ひまわり８号のバックアップとして待機運用を開始

平成２６年１０月７日 打上げ

平成２７年７月７日 観測運用を開始

本運用期間打ち上げ、追跡管制 待機運用期間 GOESによる代替観測 通信機能のみ運用

平成元年１２月１４日 観測を開始

昭和５９年９月２７日 観測を開始

昭和６２年３月１日 北半球の毎時観測を開始

昭和６４年１月５日 フルディスクの毎時観測を開始

昭和５６年１２月２１日 観測を開始

昭和５３年４月６日 赤外・可視の２バンドで３時間毎のフルディスク観測を開始

昭和５９年１月２１日～６月２８日 ＧＭＳ－２の機器異常により待機衛星にてバックアップ観測を実施

平成２８年１１月２日 打上げ

平成２９年３月１０日 待機運用を開始

観測頻度や空間分解能を向上させ台風や集中

豪雨等の監視機能を強化（フルディスクの観

測を１時間毎から１０分毎に高頻度化、空間

分解能を２倍に向上）

観測種別を増強させ火山灰等の監視機能を強

化（観測種別を５バンドから１６バンドに増

加）


